
　この1年、化石燃料への融資・引受に対する抗議活動には火がついた。銀
行、資産運用会社、保険会社は、化石燃料に関する融資・引受、投資、保険契
約を通じて気候変動を加速させているとして、その役割にかつてないほど注
目が集まっている。金融機関は気候変動に加担している存在として、気候へ
の影響を緩和する責任を負っていると、顧客企業や株主、規制当局、一般市
民から認識されているのだ。

　本報告書で取り上げた銀行に対して、昨年、化石燃料への投融資の停止
を求める活動が高まった。同時に異常気象が増大し、気候危機対策の緊急
性がますます浮き彫りになった。

　気候危機の運動は緊急かつ深刻さを増す問題にスポットライトを当てて
いる。2015年12月パリ協定採択以来、本報告書で分析対象とした民間銀行
35行は、化石燃料産業に2兆7,490億ドルの貸付および引受を行ない、その
額は毎年増加している。JPモルガン・チェースはパリ協定以降の2016年か
ら2019年の間に化石燃料に2,686億ドルの融資・引受を行い、銀行として初
めて2,500億ドルの記録を超えた。

　JPモルガン・チェースに次ぎ、世界2位は同じく米国の銀行であるウェル
ズ・ファーゴ、3位はシティ、4位はバンク・オブ・アメリカとつづく。その4年間
における化石燃料への融資・引受額の地域別上位銀行は、カナダではロイ
ヤル・バンク・オブ・カナダ（RBC）、日本では三菱UFJフィナンシャル・グルー
プ（MUFG）、ヨーロッパではバークレイズ、中国では中国銀行だった。

　これは報告書「気候変動を加速させる銀行業務：化石燃料ファイナンス成績表2020」（11回目の年次報
告書）の要約版である。今回の報告書ではパリ協定採択以降の4年間に、銀行が行った化石燃料事業への
支援を明らかにした。この事業への支援は驚くほど、全体的に増えている。 
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気候変動を加速させる
銀行業務

　化石燃料への資金提供額に加え、本報告書では各行の化石燃料に関す
る総合的な与信方針を0〜200点で評価している。重点項目は、化石燃料事
業拡大への融資・引受を制限する方針の有無、化石燃料関連企業への融
資・引受を段階的に停止または除外する誓約の有無などである。分析した銀
行の中ではクレディ・アグリコルの方針が最も高い点数を得たが、それでも
200点の4割ほどの82点にしか達していない。このことからも、気候の安定化
に整合性をもつために銀行セクターがたどるべき道のりは依然として長い
ことが分かる。

　これまでと同様、今回の「化石燃料ファイナンス成績表」も主な化石燃料
部門における融資・引受に関する銀行の方針と実施状況を評価している。銀
行の成績一覧表、ケーススタディ、そして環境負荷の高い化石燃料部門に関
する銀行方針の格付けで構成されている。該当する化石燃料には、オイルサ
ンド、北極圏の石油・ガス、海洋の石油・ガス、フラッキング（水圧破砕法）によ
るシェールオイル・ガス 、液化天然ガス（LNG）、石炭採掘、石炭火力発電が
含まれる。

　銀行などの金融機関は、こうした気候リスクが自社の最終損益に及ぼす
影響の重大さを急速に自覚し始めている。しかし、気候危機の運動で強調
しているのは、銀行は化石燃料への融資・引受の増額という形で、地球と
そこに住む人々に甚大な被害をもたらしうる極めて高いリスクに責任があ
る ― つまり、銀行を含む金融業界全体が気候に非常に大きな影響を与えて
いる ― という事実だ。資金提供者は自社が気候に及ぼす影響を緊急に停
止する必要がある。
　

  »報告書の全文（英語）は RAN.org/bankingonclimatechange2020で入手できる。

http://www.RAN.org/bankingonclimatechange2020.
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主な調査結果

各銀行の全化石燃料部門への世界での融資・引受額 （米ドル）

パリ協定以降（2016-2019年）のワースト12銀行
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各銀行の化石燃料への融資・引受額（2016～2019年）と
方針の総得点 （200点満点）

	» 気候危機を招いている世界ワースト銀行はJPモルガン・	
	 チェースである。新方針には化石燃料事業を拡大してい	
	 る企業への融資・引受についての言及がなく200点中　	
	 わずか19.5点だった。  

	» RBC、MUFG、バークレイズは化石燃料に多額の融資・引	
	 受を行っている上に、方針の得点も低いことで、それぞれ	
	 カナダ、アジア、ヨーロッパでワーストの化石燃料銀行である。 
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	» 世界の主要35銀行は、パリ協定採択	
	 以降、化石燃料に2兆7,490億ドルの	
	 融資・引受額を提供した。
	» 化石燃料への35行の融資・引受はパ	

	 リ協定以降、毎年増加。
	» このペースでは、2030年までに化石	

	 燃料への融資・引受額が年間1兆ドル	
	 に達する見込み。 

主な調査結果
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	» BNPパリバの非在来型の石油・ガス（シェールガス、オイルサ
　ンドなど）に関する方針は他と比較すると優れた内容だが、　		
	 化石燃料への融資・引受額は大きく（昨年より大幅に増加）、		
	 安定した気候への道筋からは程遠いことを示している。 

	» クレディ・アグリコルは、石炭に関して現時点で最も厳しい方　	
　針をもつ一行だ。しかしパリ協定以降、化石燃料に459億ドル
　の融資・引受を行っている。これには化石燃料事業を拡大し		
	 ている企業への多額の資金提供も含まれ、石油・ガス会社が		
	 引き起こす環境破壊から利益を上げ続けている。  

	» ロイヤルバンク・オブ・スコットランド（RBS）（ナットウェスト	 	
	 に社名変更）は2019年に化石燃料への融資・引受をかなり減		
	 らし、2020年2月には方針を大幅に強化した。
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銀行 世界の化石燃料事業
（2,100社）

化石燃料事業の拡大
（上位100社）

オイルサンド
(上位34社)

北極圏の石油・ガス
（上位30社）
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主要銀行成績一覧表：化石燃料への融資・引受額（2016年-2019年）と方針点数
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= 各部門の上位5銀行　単位：米ドル　B=十億、M=百万
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この方針評価では、化石燃料事業拡大への融資・引受の停止および化石燃料全体への融資・引受の段階的な停止に関して各行
の方針に点数をつけて評価している（200点満点）。
　
上位銀行でも、パリ協定の目標に方針を整合させるには依然として長い道のりがある。

銀行の方針評価まとめ
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オイルサンドへの最大の融資・引受元 ― トロント・ドミニオン（TD）とRBCを筆頭とするカナダの
銀行、そしてJPモルガン・チェースとバークレイズ ― はいずれも、この部門で融資・引受を制限す
る方針がない。 

オイルサンド

北極圏の石油・ガス

海洋の石油・ガス

シェールオイル・ガス

液化天然ガス（LNG）

石炭採掘

石炭火力発電

2019年には、主に北極圏の石油・ガス開発事業のプロジェクト・ファイナンスに関して融資・引受を
制限する銀行方針が多く見られた。しかし全体的に、北極圏の石油・ガス開発上位企業に対する銀
行の融資・引受額はパリ協定以降、毎年増加している。MUFGはこれらの企業への融資・引受額で
世界4位である。 

今回の報告書では、超深海の石油・ガスだけでなく海洋の石油・ガス全体に着目した。パリ協定以
降、この部門で最大の融資・引受元はJPモルガン・チェース、シティ、BNPパリバである。

フラッキングによるシェールオイル・ガス開発事業への融資・引受額では、米国の各行（JPモルガ
ン・チェース、ウェルズ・ファーゴ、バンク・オブ・アメリカ、シティ）が圧倒的な割合を占めている。フ
ラッキングによるシェールオイル・ガスへの融資・引受に大きな制限を課すようになったのは一握り
の銀行（いずれも欧州勢）だけである。

パリ協定以降、モルガン・スタンレーとJPモルガン・チェースがLNG輸出入ターミナルを建設する
上位企業への世界最大の融資・引受元となっているが、2019年はみずほフィナンシャルグループが
最大だった。 

石炭採掘の最大の融資・引受元は中国建設銀行と中国銀行で、方針の得点が最も高かったのはフ
ランスの銀行のクレディ・ミュチュエルとクレディ・アグリコルである。 

この分野は全体的に銀行方針の得点が最も高い。しかし、石炭火力発電上位企業への資金提供は
十分な速さで減少していない。融資・引受は中国工商銀行（ICBC）と中国銀行が主導しており、中
国以外で最も多いのはシティである。MUFGは石炭火力発電の上位企業への融資・引受額が邦銀
で最も多く、世界7位だった。

注目する化石燃料に対する銀行の支援銀行の方針評価まとめ



ケーススタディ 

以下は、大手銀行による化石燃料への融資・引受が地域コミュニティや生態系に影響を及ぼしている例のほんの一部である。現地
の状況を伝える動画は以下ウェブサイトの「ケーススタディ」から見ることができる（英語）。
RAN.org/bankingonclimatechange2020

　エンブリッジ社は北米最大のエネルギーインフラ企業で、原油流出事故と先住民族の権利侵害の長い歴
史がある 1。同社は既存のライン3パイプラインを直径の大きいパイプに交換し、カナダのアルバータ州エドモ
ントンから米国ウィスコンシン州スペリオルまで、日量76万バレルのオイルサンド原油輸送を計画している 2。
　
　ライン3のような事業では建設労働者の大半を男性が占めるため、「男のキャンプ（man camps）」として知
られる仮設住宅施設が農村部に建てられ、ネイティブ・アメリカンの女性に対する暴力と人身売買につながっ
ている 3。ある土地ではライン3の拡張事業がオジブワ族の条約に定められた権利を侵害し、同州の水環境や
生態系、地域コミュニティを危険にさらしている 4。TD、ウェルズ・ファーゴ、MUFGは現在もエンブリッジ社の
主要な融資・引受元である5。

1 - オイルサンド：「ライン3」パイプライン

　米国アラスカ州の北極圏国立野生生物保護区は世界で最も手つかずの生態系の一つで、北極圏のどこよ
りも豊かで多様な野生生物の生息地となっている6。同保護区の海岸平野は、アラスカ及びカナダ北部で暮ら
すグウィッチン族が食料を確保し、生活様式を維持していく上で極めて重要である。彼らはこの地を何千年も
の間、故郷と呼んでいる 7。
　
　この海岸平野は長い間、産業活動から守られてきた。しかし、トランプ政権は石油・ガス産業への土地売却
を急ぎ、この貴重な地域の破壊とグウィッチン族の権利侵害、気候危機の悪化という危機に陥れた8。ゴール
ドマン・サックスやJPモルガン・チェースなどのウォール街の銀行は最近、十数社のグローバル銀行に同調し、
北極圏での掘削に対する直接の融資・引受を認めないことを決めた。しかし、MUFGなどの日本の銀行は多額
の融資・引受を行っているにもかかわらず、これまでに同様の誓約をしていない9。

2 - 北極圏石油・ガス：北極圏国立野生生物保護区

　PGE（Polska Grupa Energetyczna）はポーランド最大の電気・熱供給会社で、生産の91％を石炭燃焼に
頼っている 10。PGEはヨーロッパで最も深い褐炭鉱山をズウォチェフに開発しようとしているが、増大するコスト
のために頓挫しかけているようだ。それでも同社は論争をあおるように、巨大な露天掘りの褐炭鉱山をポーランド
南西部のトゥルフにも広げようとしている 11。

　その計画は周辺地域にさらなる環境破壊と社会の崩壊をもたらすと予想され、ポーランドの地域コミュニ
ティだけでなく、隣接するチェコ共和国やドイツでも反対されている。チェコの政府機関は、鉱山を拡大すれば
3万人の飲料水が脅かされる可能性があると懸念している 12。サンタンデール、MUFG、インテーザ・サンパオロ
の各行は、つい最近もPGEを支援した 13。PGEには石炭の段階的停止に関する方針がないため、欧州の銀行
10行は同社をブラックリストに載せている。全ての銀行はこれに続き、PGEの破壊的な石炭拡大戦略に対する
これ以上の支援を止めるべきである 14。

3 - 石炭採掘：トゥルフ鉱山

オイルサンド

北極圏の石油・ガス

石炭採掘

8

http://RAN.org/bankingonclimatechange2020
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写 真：  K E L L Y  J O H N S O N  /  R A I N F O R E S T  A C T I O N  N E T W O R K

写 真：  J I R I  R E Z A C  /  G R E E N P E A C E



銀行は、世界の平均気温上昇を1.5度に抑え、人権、
特に先住民族の権利を十分に尊重する方針と
銀行業務を達成するために、下記を行うべきである。

	» 化石燃料産業が中心となって気候崩壊をもたらす主な要因となっている事実と、同部門

　に資金提供を行っている銀行自らの役割を明確に認めること。 

	» 化石燃料を拡大する全てのプロジェクトや、化石燃料の開発および関連インフラ事業　	

	 （抽出工場やパイプラインなど）を拡大している企業への資金提供を全て禁止すること。 

	» 世界の平均気温上昇を1.5度に抑える目標に沿った明確なスケジュールで、化石燃料の	

	 開発および関連インフラ事業への全ての資金提供を段階的に停止することを約束する

　	こと。 

	» オイルサンド、北極圏の石油・ガス、海洋の石油・ガス、フラッキングによるシェールオイ　	

	 ル・ガス、液化天然ガス、石炭採掘、石炭火力発電に関わる既存のプロジェクトや企業　	

	 への資金提供を段階的に停止すること。また喫緊の優先課題として上記部門の拡大に		

	 対する資金提供を停止すること。 

	» 人権、特に先住民族の権利を十分に尊重すること。これには、国連の「先住民族の権利

　に関する宣言」に明記されている通り、先住民族の水および土地に対する権利と、「自由

　意志による、事前の、十分な情報に基づく同意（FPIC）」の権利を含む15。先住民族の権利

　を含む人権を侵害するプロジェクトおよび企業への資金提供を全て禁止すること。
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方法論

　この成績表は、カナダ、中国、ヨーロッパ、日本、米国に拠点を置く35の民
間の大手商業銀行および投資銀行の化石燃料への融資・引受およびその方
針を分析している。 

　この分析に含めた企業について、2016年から2019年までの企業向け貸付
および引受取引における各銀行の関与の度合いを評価した（米ドル換算）。
全化石燃料部門の企業（約2,100社）および化石燃料を拡大している上位企
業（100社）への融資・引受額を算定している集計結果については、化石燃料
に当てられる金額を計算するため、各企業の化石燃料を基盤とする資産ま
たは収益に基づいて各取引額を調整した。各化石燃料部門への融資・引受
額（各部門の上位30～40社）については、借り手または発行体の事業活動
に占める当該部門の割合に基づいて割引して算出した。これらの調整は調
査機関のプロフンドが行った。

　取引データは、ブルームバーグ・ファイナンスL.P（ブルームバーグ端末、取
引額が主幹事銀行間で分割されている）、IJグローバルより入手。

　着目する化石燃料部門、また化石燃料全部門について、点数評価方式で
銀行方針を以下の4つの方法で評価している。 

	» 当該銀行は（1）化石燃料プロジェクトへの直接融資・引受の制限、　	
	 および／または（2）化石燃料事業拡大企業への融資・引受の制限に	
	 よって、事業拡大への融資・引受を制限しているか。 
	» 当該銀行は（3）融資・引受の段階的停止、および／または（4）一定の	

	 規模を超えた事業を行っている企業を除外することを約束しているか。
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  »
方法と対象範囲の詳細な説明、記載企業のリスト、点数評価方法の詳しい説明、および
各行の方針評価の内訳は以下のウェブサイトを参照のこと（英語）。
RAN.org/bankingonclimatechange2020
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